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Ａ．研究目的 
 基本計画では「がんと診断された時からの緩
和ケアの推進」が重点的課題として定められ、
がん患者とその家族の苦痛軽減と療養生活の質
を向上することを目的として緩和ケアに関する
様々な施策が実施されている。すべてのがん診
療連携拠点病院（以降、拠点病院）には緩和ケ
アチームが整備され、がん診療に携わる医師に
対する緩和ケア研修会の修了者数は約50,000名
（平成26年9月）を超えた。しかしながら、これ
まで推進されてきた緩和ケアの施策ががん医療
の現場をどのように変化させ、緩和ケアがどう
変化したのか、十分な検証はなされていない。
また、 
本研究の目的は、基本計画策定後の医療現場の
緩和ケアの変化を定量的に明らかにすることで
ある。 
 

       Ｂ．研究方法 
1) 調査方法 
匿名自記式質問紙調査票を用いた横断調査と、
先行研究結果（がん医療における緩和ケアに関
する意識調査：日本医師会2008，緩和ケア普及
のための地域介入プロジェクト（OPTIM）研究
結果：2008）との前後比較調査である。 
2) 調査期間 
 平成27年1月～3月 
3) 調査対象 
サンプルサイズは、先行研究の結果をもとに、
下記表1のとおり算出し、想定回答率を考慮して
設定した。 

 
 
 

表1.サンプルサイズの算出 
主要評価項目 知識正答率 

主要な解析方法 
割合の検定 
（1標本カイ二乗検定） 

検出すべき差 Δ5% 
第一種の過誤（αエラ
ー）α 

両側5% 

検出力 1-β 80% 

必要標本数 
医師：419 
看護師：239 

 
対象者は、診療所に勤務する医師，病院に勤
務する医師，訪問看護ステーションに勤務する
看護師、病院に勤務する看護師とした。各対象
の抽出方法は、先行研究との比較可能性を考慮
し、下記のように抽出した。 
①診療所医師 
日本医師会の会員名簿より、診療所に勤務す
る74歳以下の医師3000名を無作為抽出した。 
②病院医師 
市区町村を人口と高齢化率に応じて8区分し
たうえ、全国病院リストを用いて各区分の施設
数比例割当により312施設を層別無作為抽出し、
対象施設に所属する全医師11000名を対象とし
た。 
③訪問看護ステーション看護師 
病院医師同様の方法により、人口と高齢化率
に応じた8区分について全国訪問看護事業協会
の会員リストを用いて施設数比例割当により25
0施設を無作為抽出し、対象施設に所属する常勤
看護師1000名を対象とした。 
④病院看護師 
 病院医師同様の方法により、54施設を層別無
作為抽出し、対象施設に1年以上勤務する常勤看
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護師で、がん診療に携わる看護師8000名を対象
とした。 
4) 調査項目 
調査項目は、質的研究で抽出された①緩和ケア
の変化と②緩和ケアに関する施策の有用性につ
いて代表的内容を項目化し、研究班メンバー間
で検討のうえ、調査項目を決定した。また、先
行研究結果との比較のため、既存調査項目とし
て③緩和ケアに関する知識、④緩和ケアに関す
る困難感・バリアを調査項目に含めた。 
（倫理的配慮） 
 本研究は、疫学研究に関する倫理指針に従い、
国立がん研究センターの研究倫理審査委員会の
承認を得て実施した。 
 

      Ｃ．研究結果 （中間結果） 
調査の結果、表2のとおり回答を得た（平成27
年3月2日現在）。 

 
表2. 回答者数（回答割合） 

 拠点 非拠点 
診療所/ 
訪看 

合計 

医師 1,690 1,436 1,389 4,515 
 (26%) (29%) (46%) (32%) 
看護師 2,693 305 506 3,404 
 (37%) (32%) (53%) (38%) 
 
過去3年間を振り返り、緩和ケアに関して変化
を感じている医師・看護師が多かった。特に、
拠点病院の医師・看護師では、拠点病院以外と
比べて緩和ケアの変化を感じている人が多かっ
た。具体的には、緩和ケアや在宅医療について
意識して診療するようになったことや、患者の
苦痛について診断時から対応することを意識す
るようになったこと、緩和ケアに関する知識が
増えたこと、緩和ケアについて相談できる人が
増えたことなどについて半数以上の人が増えた
と感じていた。一方、他の職種と比べて診療所
の医師は、緩和ケアに関して変化を感じている
人が少なかった。 

 
Ｄ．考察 
 本研究によって、医師・看護師が感じている
緩和ケアに関する変化が明らかになった。今後、
最終集計結果について、がん診療の有無や、が
ん医療に携わる医師を対象とした緩和ケア研修
受講者と未受講者との群間比較、「変化を感じ
ている群」と「変化を感じていない群」の群間
比較による関連要因の探索、先行研究結果との
前後比較について解析を行う予定である。 
 
Ｅ．結論 
解析結果に基づき、がん対策の目標達成状況
の把握を行うとともに、今後がん対策において
重点的に取り組むべきことについて検討するこ
とが課題である。 
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